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　商学部の会計学コースの同僚である麻生健二教授は1995年9月20日，突然亡くなられた。
後期の講義の始まる直前の時期であった。
　麻生先生の尊父麻生平八郎先生は明治大学商学部の教授であり，交通論の権威者として著名
であったばかりでなく，長く商学部長として商学部に貢献され，さらに総長として明治大学に
も貢献されたことは周知のところである。尊父は明治大学を深く愛されたが故に，ご子息ら，
ご息女を明治大学に学ばせられた。そのひとりが麻生健二教授であった。健二教授が明治大学
商学部を受験された時の成績は抜群であった。たぶん全体のうち6・7番の成績であった。当
時も，尊父は学部長をされておられ，そのことを当時入試の事務をおおせつかっていた私が報
告した時の尊父の笑顔がいまでも鮮明に思い出される。その健二教授が尊父に先だたれて幽明
異にされてしまったのである。
　麻生教授は1961年商学部卒業後ただちに，明治大学大学院商学研究科修士課程および博士
課程に進まれた。指導教授はドイッ会計学の権威者である佐々木道雄教授であった。この5年
の大学院での研究の課程で麻生教授は徹底してドイツ会計学を原典にもとついて研究されたこ
とは，教授の優iれたドイッ語の能力からも，その後の研究成果からも十分うかがわれるところ
であった。
　大学院の博士課程の単位履修後ただちに明治大学商学部の助手として奉職され，その後も専
任講師，助教授を最短の期限をもって昇格され，1976年（昭和51年）4月教授に就任されたの
であった。
　麻生教授は1973年，不破貞春・清水晶教授編『会計学総論』の英米独仏の会計学の章のう
ちドイツ会計学の節を執筆されている。いま，これをひもといてみると，当時の影響力あるド
イツの経営・会計学者の諸説にもとついて，西ドイツの商法，株式法の計算規則と静態論，経
営管理の合理化と動態論，価格変動と実体維持論，意志決定のための会計情報の需要の増大と
会計理論の多様化という4つの問題点に整理して論じておられ，まさに博覧強記という言葉が
あてはまる秀作であった。麻生教授は1975年2月には『明大商学論叢』に「西ドイツにおける
未来志向的会計」という論文を掲載されているが，これは，西ドイツ会計理論の未来志向性に
ついて動的貸借対照表論，W．ウエーグマンの経済的利益概念，　K．ケーファーの未来計算とし
ての貸借対照表論，G．ザイヒトの資本理論的貸借対照表論等を通じてこれを論じたまことに今
V日的な課題にたちむかう意欲的な労作であった。
　こうしたドイツ会計学研究から，担当科目の関係もあって，麻生教授は次第に経営分析の研
究に没頭されることとなる。麻生教授の生真面目さは案外厳密性を尊ぶ経営分析に向いていた
のかもしれない。簿記準備室に設置されているパソコンや会計機にへばりついて，経営分析の
手法を開発される麻生教授の姿を廊下から垣いま見ることもしばしばであった。逝去された後，
簿記準備室から麻生教授が開発されようとして未完成に終った，分析システムの資料が膨大に
発見されたのである。
　麻生教授は教育者とし，きわめて誠実謙虚であった。「一研究者であるより，一教員であり
たい」と常にのべられており，また「優れた教科書があるのに，なぜ自分の教科書を書く必要
があろうか」と出版者から教科書の執筆を依頼されても，断わり続けられたという。逝去され
た1995年9月20日はゼミ合宿の日に当たっていた。もう数日で後期の授業がはじまるという，
さらにゼミ合宿の当日のご逝去はかえすがえすも残念なことであった。
　ここ数年間は，麻生教授にとって新しい研究の準備の期間であった。大学院の学生に「ドイ
ツ会計学と経営分析論に関する研究をまとめる」と述べておられたと聞く。「李白一斗詩百編」
というが，酒を好まれた麻生教授の脳裏には山ほどの構想が埋められていたに違いない。それ
をまとめる時間を持たず，60才にみたずしてのご逝去だったのである。
　尊父麻生平八郎先生の子頬悩は有名であった。世にいう逆縁となってしまって，どんなにか
先生にはお嘆きのことか察する余りあるものがある。しかし，明治大学の顧問として評議員会
その他でお会するときの先生は，毅然としてこの悲しみを乗り越えておられるのである。麻生
教授もまた尊父に優iるとも劣らない子頬悩であった。千葉のこ郷里から東京に居を移されたの
も，ご子息らの教育環境を重んじてのことだったと聞く。ご子息のことを目を細めてかたられ
る麻生教授の姿を生き生きといまも思い出すことができるのである。拙文を捧げるにあたって，
奥様にお電話申し上げたところ，奥様も，ご子息の3人とも健やかにお過ごしであるとのこと
であった。
　故麻生教授のご冥福を祈りあげるとともに，尊父麻生平八郎先生ならびにご家族の皆様のご
多幸を心より祈念し，追悼の言葉といたす次第である。
